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平成 20年 12月 10日

雲仙市猿葉山 自然公園スカイスポーッ施設

利用の注意事項

雲仙市猿葉山自然公園の良好 な 自然環境 を保全 し、市民 (利用者)の 楽 しみ

の場及び憩いの場 となるよ うに、雲仙市猿葉山自然公 園スカイスポーツ施設 (以

下 「スカイスポーツ施設」という。)の 適正な利用及び安全な フライ トを確保す

るために、スカイスポーツ施設の利用に関して、下記の事項を遵守すること。

(フライ ト資格)

1、 スカイスポーツ施設を利用 しフライ トできる者は、次のいずれかに該当す

る者とする。
(1)日 本ハング 0パラグライディング連盟 (以下 「JHF」 という。)及 び 日

本パラグライダー協会 (以下 「JPA」 という。)の 技能証がP証 以上である

者。

(2)」 HFの 技能証がB証 若しくはNP証 又は JPAの 技能証がBP証 若 し

くはPP証 である者で、 」HF又 は JPAの 技能証がP証 以上の資格を有す

る指導者のもとでフライ トする者。

(3)パ ラグライダーのスクール生で 」HF又 は JPAの 教員又は指導員の資

格を有する者の指導のもとでフライ トする者。

(フライ トの遵守事項)

2、 スカイスポーツ施設を利用 しフライ トしようとする者 (以下 「フライヤー」

という。)は 、次の事項を遵守すること。

(1)単 独飛行又は無届出飛行はしないこと。

(2)3箇 月以内にリパックされた緊急パラシュー ト及びマリンポーチ等の緊

急用品は必ず装着すること。

(3)フ ライ トに支障をきたす薬物やアルコールを摂取してフライ トをしない

こと。

(4)無 線機は必ず携帯し、フライヤー相互の安全確認を行いフライ トに努め

るとともに、各クラブ又は団体等は、事故等に備え迅速に緊急処置がとれる

よう対応を図ること。

(5)各 クラブ又は団体等は、各々において気象条件を把握するとともに、次

に掲げる気象状況では、フライ トを中止すること。

ア 風速 6メ ー トル/秒 以上の風が吹いているとき。

イ テイクオフが追い風のとき。

ウ 積乱雲又は寒冷前線等の接近が予測されるとき。

工 雲中飛行が予想されるとき。



オ 降雨若 しくは降雪があるとき、又は降雨若しくは降雪が予想されるとき。
(6)フ ライヤーの体調や経験により不安を感じる場合はフライ トを中止する
こと。

(7)ト ラフィックルールに基づくフライ トに心がけること。

(ランディングの遵守事項)

3、 フライヤーは、ランディングに際しては次の事項を遵守すること。
(1)ラ ンディングは、各クラブ若しくは団体等が指定した場所又は雲仙市が

推薦する千々石海岸砂浜にすること。
(2)フ ライヤーは、アウ トサイ ドランディング (指定した着陸場所以外で着

陸)し 、土地、構築物、農作物、樹木等に被害を及ぼした時は速やかに地権

者に届け出、フライヤー個人の責任において素早く対処すること。
(3)フ ライヤーは、ツリーランをした場合に、各クラブ又は団体等の責任に

おいてフライ ト装備等を回収すること。
(4)フ ライヤーは、アウ トサイ ドランディング、ツリーラン等通常のフライ

トでないフライ トをした場合は、各クラブ又は団体等の責任者にその状況の

報告を行い、その連絡を受けた責任者は雲仙市にスカイスポーッ施設に関す

る事故等報告書 (別記様式)に より報告すること。

(フライヤーの責任)

4、 フライヤーは、すべてのフライ トについて自己責任のもとに行い、事故、

損害等が発生した場合、その原因の如何にかかわらず、速やかに解決す

るとともに、関係機関及び地域住民等いかなる人々にも責任追及若しく

は損害賠償等の請求は行わないこと。

(施設利用の禁止)

5、 スカイスポーツ施設に係る条例及び条例に基づく規則並びにこの注意事

項に違反した場合は、一定の期間の利用を禁止する。

(その他)

6、 スカイスポーッ施設を利用する場合は、施設利用届出書兼誓約書を3ヶ

月に 1回 、雲仙市へ提出すること。



別記様式

スカイスポーツ施設に関する事故等報告書

発 生  日 時

(届出日時) (

年

年

月

月

日

日

時

時

分頃

分)

届  出  人

(飛行 した者が所属

する責任者)

住  所

氏  名 ① 電  話

団体名 技能証

飛行 した者
住 所 電  話

氏  名 技能証

アウトサイ ドランディング

着 陸 場 所
住所及び施設名

(届出による当初着陸予定地 )

上記の所有者

(地権者 )

住 所

氏  名 電  話

飛行の経過 ・

原因 ・概要等

処 理 状 況 □着陸前の状況に戻 した。  □   年  月  日頃に対処する。

所有者 (地権者 )

確認欄 (所有者本

人が記入下さい。)

年 月

所有者

日、上記 について確認 (了承 )し ました。

(地権者 ) ①

事故 ・損害

発 生 場 所 (所在及び施設名)

事 故 概 要

上記の被害者
住  所

氏  名 電  話

飛行の経過等

被害者への

対応等

被 害 者 確 認 欄

(被害者本人が記

入して下さい。)

年 月

所有者

日、上記 について確認 (了承)し ました。

①(地権者)

※裏面に見取 り図を記載 (添付)し てください。



(裏面)

【見取り図】

【状況写真など】
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